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ツ
ノ
ガ
イ
数
週
間
で
化
石
に

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
？
ｊ
Ｉ
Ｃ
　
ｊ
ｌ
ｌ

わ
れ
ー
－
ツ
ノ
ガ
イ
の
琲
『
左
咄
μ
涜
ａ
の
ジ
ｙ
ガ
イ

ー
名
｛
昂
穴
で

名
大
グ
ル
ー
プ

２
Ｑ
０
０
万
竿
前
に
同
政
で

死
ん
だ
ッ
ノ
ガ
ィ
と
呼
ぱ
れ
る

ｑ
か
わ
ず
か
敗
Ｉ
開
ｐ
ｇ
Ｕ

な
っ
た
こ
ぐ
を
、
名
占
早
穴
な

ど
め
研
究
グ
ル
ー
プ
が
哭
き
止

め
、
５
日
付
の
両
科
￥
祀
ｉ
ｙ

版
に
発
奢
し
た
。
ｔ
石
哺
に
れ

ま
で
、
数
十
万
Ｓ
数
百
万
年
か

か
っ
て
形
或
さ
れ
る
と
零
え
ら

れ
て
い
た
。
淘
に
生
暦
レ
た
讐

昂
杷
ゃ
ア
ン
モ
ナ
ィ
ド
も
同
様

に
短
朋
Ｉ
ｙ
£
石
に
な
っ
た
可

鮪
狸
び
あ
る
と
い
う
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
が
分
枡
し
た

の
は
、
寓
山
市
で
発
豆
ま
れ
た

ッ
ノ
々
ィ
の
叱
石
釦
９
金
艮

トも同様かアンモナイ

約
３
１
４
ぞ
、
勁
物
の
鮪
の

よ
｛
４
咄
差
い
μ
暇
を
痔
っ
て

い
る
。
貝
殼
の
口
を
甲
心
に
フ

ジ
ュ
ー
ル
｝
と
呼
ぱ
れ
る
半
径

１
～
Ｉ
・
５
７
の
硬
い
球
体
で

一
わ
れ
、
内
邱
が
ａ
好
に
保
た

れ
て
い
た
。
貝
同
の
ｓ
埴
は
球

か
ら
哭
き
出
て
い
た
。

　
ノ
ジ
ュ
ー
ル
は
炭
嘲
咄
ル
シ

ウ
ム
匈
で
、
同
庇
の
堆
梱
物
に

埋
も
れ
た
ツ
ノ
ガ
イ
の
死
骸
か

腐
敗
す
る
際
に
出
す
峻
が
、
聊

積
物
に
栄
み
込
ん
だ
陶
水
申
の

カ
ル
シ
ウ
ム
と
反
応
し
て
作
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
絣
究
グ
ル

ー
プ
は
、
Ｉ
侃
の
聊
稿
物
の
中

で
一
一
カ
ル
シ
ウ
ム
か
４
日
閤

で
り
２
φ
形
ぼ
さ
れ
る
と
一
り

出
ｋ
半
怪
―
り
の
ノ
ジ
ュ
ー

ル
ほ
妁
Ｉ
□
一
で
で
き
た
と
判

齢
し
か
。
裔
洋
ｌ
ｔ
で
あ
れ
ぱ

研
究
し
た
ツ
ノ
ガ
ィ
と
同
じ
仕

組
み
に
よ
り
、
短
い
咽
問
で
叱

石
に
な
り
り
ｇ
と
い
う
。
両
掻

巍
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
は

嘸
咬
、
ノ
ジ
ュ
ー
ル
に
一
じ
込

め
ら
れ
て
い
る
一
り
と
が
少
な
く

な
い
。

　
名
布
一
大
謬
鸚
厨
の
洲
田
英

一
教
授
～
用
別
貝
学
）
は
フ

ジ
ュ
ー
ル
は
水
ｆ
ｉ
し
に
く
く

タ
ィ
ム
カ
プ
セ
ル
の
役
Ｉ
を
架

た
す
こ
と
か
ら
、
宛
骸
４
数
千

方
年
た
っ
で
も
劣
ｔ
か
潭
み
に

く
い
」
と
掬
攬
し
て
い
る
。

　
ノ
ジ
ュ
ー
ル
形
成
に
は
時
開

が
か
か
ら
な
い
た
め
再
珊
興
験

が
可
能
。
酬
究
グ
ル
ー
プ
は
、

水
を
蜀
し
や
す
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
劣
紀
防
止
や
、
敢
附
柱
Ｓ

棄
物
の
閉
じ
込
め
に
、
メ
カ
ニ

ス
ム
を
応
用
で
き
な
い
か
絢
討

し
て
い
る
。
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